
書く時の姿勢や鉛筆の正しい持ち方を行うことは、読みやすく、
整った文字を効率よく書くために必要なことです。
○正しい姿勢とは
正しい姿勢のためには、背筋を伸ばした状態で体を安定させた
り、書く位置と目の距離を適度にとったり、鉛筆を持ったときに筆
先が見えるようにすることが重要です。
○正しい持ち方とは
正しい持ち方をするために
は人差し指と親指と中指の
位置手首の状態や鉛筆の
軸の角度などを適切にする
ことが重要です。

※「姿勢」と「持ち方」は関係しています。持ち方が崩れると姿勢
が崩れます。書く姿勢だけに気をつけるのではなく、鉛筆の持ち方
を正しくし、正しい姿勢で書くように注意することが重要です。
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一
学
期
を
終
業
し
ま
し
た

～
ご
支
援
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
～

長
雨
の
合
間
に
は
蝉
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

真
っ
青
な
空
に
力
強
い
入
道
雲
が
映
え
る
盛
夏
も

す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
本
日
、
一
学
期

を
終
業
し
ま
し
た
。
大
き
な
事
故
の
発
生
も
な
く
、

全
員
、
元
気
に
、
豊
か
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
長
い
夏
休
み
に
入
り
ま

す
が
、
健
康
を
保
ち
、
自
分
の
命
を
自
ら
の
力
で

守
る
こ
と
が
で
き
る
子
供
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
ひ
と
夏
を
越
え
、
一
回
り
逞
し
く
な
った
姿

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
本
年
度
、
子

供
た
ち
と
と
も
に
展
開
し
て
い
ま
す
「
の
び
っ
子
笑

顔
大
作
戦
」
で
す
が
、
学
期
末
を
迎
え
、
子
供
た

ち
の
姿
に
感
心
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
、
感
動
を
覚
え

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
「
朝
の
声
」

が
あ
り
ま
す
。
朝
の
声
と
は
、
元
気
に
響
き
渡
る

あ
い
さ
つ
の
声
で
す
。
職
員
室
前
を
通
る
子
供
た

ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
声
、
昇
降
口
前
で
、
整
列
し
て

班
長
さ
ん
の
号
令
で
始
ま
る
揃
った
声
、
そ
の
時
々

で
子
供
た
ち
の
表
情
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
学
校

生
活
に
む
け
て
、
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替
わ
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
姿
に
接
す

る
た
び
に
気
持
ち
が
高
揚
し
、
活
力
が
み
な
ぎ
り

ま
す
。
こ
の
朝
の
声
は
、
下
校
時
に
も
良
い
効
果
を

与
え
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
同
士
が
あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
「じ
ぁ
ね
。
ま
た
明
日
。
」

「
先
生
方
、
さ
よ
う
な
ら
。
」
な
ど
、
高
い
相
手
意

識
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
登
校
・
下

校
、
す
な
わ
ち
「
出
会
い
と
別
れ
」
の
両
方
に
「期
待

と
希
望
」
「
喜
び
、
安
心
」
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

あ
い
さ
つ
を
通
し
て
人
間
関
係
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
よ
り
一
層
深
め
て
い
き
た
い
活
動
で
す
。
二
つ

目
が
「自
治
の
心
」で
す
。
五
、
六
年
生
が
中
心
と

な
っ
て
学
校
生
活
を
工
夫
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
委
員
会
活
動
や
日
常
生
活
の
中
で

異
学
年
の
交
流
が
進
ん
で
い
ま
す
。
関
わ

る
こ
と
で
、
仲
間
意
識
が
高
ま
り
、
そ
の
結

果
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
の
び
っ子
に
な
って
い

ま
す
。
五
、
六
年
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
・
行
動

力
、
や
さ
し
さ
に
感
動
し
、
ま
た
、
そ
ん
な

子
供
た
ち
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
「
笑
顔
」

は
、
登
立
小
の
教
育
成
果
で
あ
る
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
兆
し
が
実
感
で
き
た

一
学
期
で
し
た
。
一
年
の
三
分
の
一
が
終

わ
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、

の
び
っ
子
は
、
自
ら
あ
ゆ
み
を
進
め
、
学
び

を
深
め
て
い
ま
す
。
今
学
期
の
成
長
を
二

学
期
に
つ
な
げ
、
よ
り
高
い
自
律
の
姿
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
梅
雨
明

け
と
と
も
に
猛
暑
、
酷
暑
と
な
り
そ
う
で

す
。
皆
様
方
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
二
学

期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「協働でのびっ子の健全育成を」「行事、会合へ進んで参加を」「相
互の調和と親睦を」「あいさつの充実を」「ルール、規則の遵守を」の５
つを目標に進み続ける本校ＰＴＡは、すべてを子供たちに注ぎ、学校教
育への協力・支援を常として活動が展開されています。先日は救命救
急講習会が主催され、１００名を超える方々が参加されました。すべて
の方々の命を尊ぶ心の高まりを感じました。安心安全を担保し、命を守
る学び舎の実現は何よりも優先される教育活動であると考えます。我々
教職員は、皆様方の思いを全身で受け止め、その期待に応えるべく、
教育活動に邁進いたします。6月には本校ＰＴＡ活動が高い評価を受け、
熊本県ＰＴＡ団体表彰を受けました。創立１５０周年記念活動を核とした
本校ＰＴＡ活動の勢いと成果が高く評価

学
校
生
活
へ
の
意
識
調
査
の
結
果

●他の項目と比べ自己肯定感が低い状況が見られました。
●自分への満足度を高めるために、まず不安や劣等感を解消
できるように、「できる」を実感させていきたいと考えます。

●他と比較するのではなく、自己の目標の達成に向かう姿勢を
しっかり評価し、支援していきます。

つながりを築き深め合う登立のＰＴＡ教えるときに（指導のポイント）
「なぜ鉛筆を正しく持たなければならないのか」を例に

された結果であり、感激とともに諸先輩
方のご努力に深く感謝の念を抱きます。
また本年度は「親子ふれあいデー活動
推進団体」にも委嘱を受け、自然、友
達、地域との人間関係づくりを進めるこ
とにもなっています。知恵、力、心を合わ
せて、本年度の活動がより深まり、の
びっ子の生きる力の育成を支援できま
すことを心より願っています。

「
星
に
願
い
を
」七
夕
飾
り
に
寄
せ
た
子

供
た
ち
の
願
い
は
、
自
己
実
現
よ
り
も
、
友

達
や
家
族
、
自
然
、
世
界
に
関
す
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
、
幸
福
や
平
和
を
願
う
も
の
ば

か
り
で
し
た
。
優
し
く
、
相
手
意
識
の
高
い
の

び
っ子
た
ち
で
す
。
そ
の
心
の
美
し
さ
に
感
動

し
た
時
間
で
し
た
。
の
び
っ子
の
願
い
が
実
現

す
る
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

あとがき 相田みつをのご子息であり、現在、美術館の館長である相田一人さんの対談記

事を読んだことがありました。その中で、「うつくしいものを美しいと思える あなたのこころがうつくしい」とい
う相田みつをの作品の意味について語っていらっしゃいました。興味深く感じましたので掲載します。
美しい風景でも音楽でも絵でも映画でも何でもいいのだが、きれいなもの美しいものを見たときに「あ
あ、きれいだな」と素直に感動できる心。これが美しいものを美しいと思える心のことである。美しいもの
に 素直に感動できる心というのは、反対側から言うと、悪いこと、いけないこと間違っていること、そう
いうもの を見たり聞いたりしたときに、これはおかしいと分かること。では、どうしたら子供の心の中に美
しいものに 感動する心が芽生えるのか。まず、大人が感動しないと駄目だ。大人が感動すると、そ
の感動は必ず 子供に伝わっていく。だから教師が感動すると、その感動は子供に伝わって、それが
成長するにしたがっ て美しいものを美しいと思える心が育っていく。（「学校の先生方に期待するもの」
※一部改訂） ２学期も、感動する心を大切にし、感動のある教育活動の展開に全力をつくしていき
たいと思います。



授業参観 授業参観を実施し、子供たちも朝から

気持ちが高まり、とても元気でした。蒸し暑い時間帯でした
が、たくさんの保護者の方々がご来校になり、学校生活の
成果をご確認いただきました。いただきましたご意見につき
ましては、今後の教育改善につなげていきます。ご来校、あ
りがとうございました。

かがやき
のびっ子の豊か
な心が地域でも
輝いています。大
切にし、もっと磨
きたい行いです。

土曜授業 「ふるさとを知る」をテーマに地域の方々を講師にお招きし、学習活動を進めました。お世話になってい

る方々からの学びは、いつもと違った雰囲気で、深い学習成果がありました。平和、産業、文化、食育、伝統など、学年ご
とに違ったテーマでいきいきと活動したのびっ子でした。ご支援いただいた多くの方々に心より感謝申し上げます。

学び 上天草市の「ＳＤＧs未来都

市」実現に向けて本校では「のびっ子Ｓ
ＤＧs大作戦」を進めています。今回は

講師（リコージャパン）をお招きして、出
前講座を開きました。「なにから始め
る？未来のために！」と題して、持続可
能な世界を実現するための１７の目標
についての理解と、自分たちにできる
持続可能な取組を考えました。子供た
ち一人一人が、日常生活を見直し、地
球を元気にする自分の発見に努めてい
ました。「のびっ子ＳＤＧs大作戦」にも拍
車がかかった気がします。

総合的な学習の時間では「将来の夢」
をテーマに職業に関する学習活動を進
めています。今回は講師に元田有祈さ
ん（株式会社ギルドヒーローズ）をお迎

えして、業種を視点に職業を見つめる
活動を行いました。自分の夢が徐々に
具体的になっていくことに目を輝かせて
いた子供たちでした。この学びは２学期
も継続し、キャラクターの制作、ＳＤＧs
の取組まで広がっていきます。未来を
創る学びのゴールの姿が楽しみです。

６年生は、学校運営協議会長の水
野さんを講師にお招きし、戦争を
通して平和の尊さについて考える
時間を過ごしました。

５年生は、市の産業について、
市役所の松山さんを講師に迎え、
上天草市の現在と未来について
考える時間を過ごしました。

４年生は、協働活動推進員の
和田さんを講師にお招きし、登
立天満宮の伝統工芸「うそ」に
ついて学びました。

３年生は、地域の杉本さんを講
師にお招きし、給食の材料とな
る精肉の流通と納品の様子に
ついてお話を聞きました。

１・２年生は、児童民生委員の
方々と、昔遊び「あやとり」「お
はじき」「おり紙」「紙ひこうき」
など、たくさん手遊び活動に取
り組みました。

のびっ子に伝えたこと

熊日朝刊
（R5.7.19）

松岡りせさん・片山ななせさん・平山あいらさん


